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2017 年（H29） 沸騰地熱塾 
１ 目的 

「八幡平市・地熱を活かしたまちづくりビジョン」に基づき、地熱を活用したまちづくりを、市民・事業者・行政

の協働で進めるため「沸騰地熱塾」を実施する。 
 
２  実施概要 
（１） 7～12 月（全 4 回）の連続講座 
（２） テ－マ（3 テーマ） 

①地熱を活用した農業 
②地熱を活用した農産物加工食品開発（6 次化産業の推進） 
③地熱関連資源を活かした環境学習プログラム 

（３） 参加者：公募市民・事業者 21 名 
（４） 内容 
回 日時 内容 
1 7 月 31 日（月） 

18 時～20 時 
・沸騰地熱塾についての説明（地熱を活かしたまちづくりビジョン説明含む） 
・地熱を活かすアイデア出し 
・今後の進め方について意見交換 
・方針に沿った今日のまとめ 

2 9 月 20 日（水） 
18 時～20 時 

農業 ・前回のふりかえり 
・課題検証、関係者ヒアリング結果共有 
・次のステップにむけた動き（スマートファーム PJ について） 
・これまで得られた情報から課題と対応方法の整理 

農産物

加工食

品開発 

・前回のふりかえり 
・熱を利用する加工法について 
・加工商品比較 
・熱利用をした６次化、地域ネットワークづくりの検討・意見交換 

環境学

習プログ

ラム 

・前回のふりかえり 
・モニターツアーについて 
・モニターツアーの結果検証と来年度に向けた取組の検討・意見交換 

3 10 月 15 日（日） 
シンポジウム 

・今後の進め方について意見交換 
・プレゼンに向けた対策、・プレゼン資料修正 
･シンポジウムでの発表 

4 12 月 20 日（月） 
18 時～19 時

45 分 

・活動成果報告 
・来年度取り組みに関する意見交換 
・修了式 
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３ 結果 
（１） シンポジウムの発表資料 
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（２） 活動成果 
・3 つにテーマについて、シンポジウムでの発表資料を基に

成果報告を行った。 

①農業：課題点の共通認識を持ち、今後市内で熱水ハウス

活用のための検討テーマの洗いだしを行った。 

②農産物加工食品開発：ビール作りの中で地熱の活用を進

め、その他の農産物 6 次化も進めようと、クラフトビール製

造、乾燥加工品、低温スチーミングのブランド化の 3 つの事

業構想をまとめた。 

③環境学習プログラム：モニターツアーを通して、楽しみながら体験をする仕掛けが必要との共通認

識を図った。今後はビジネスとして具現化させていく取組みの検討を図っていく。 

 

（３） 来年度取り組みに関する意見交換 
①農業 

・硫黄分・硫化水素分があり直接利用が難しい。難しいといわれている。⇒直接利用については研究

が必要。 

・スマートファームプロジェクトでは、熱交換してハウス内暖房に使用している。この時期でもハウス内は

20 度程度に保たれている。 

・水耕ﾊﾞｼﾞﾙ栽培棚の上部下部に鉄製単管パイプを通し、熱水を供給している。スケールの付着はほ

ぼみられない。 

・熱水をハウス内暖房に使用できることで重油に比べ安価にでき、コストを下げることが可能である。 

・冬場のﾊﾞｼﾞﾙは流通量も少なく、引き合いも多い。広面積で栽培が始まった場合には売り先の確保

も課題になってくるだろう。 

・事業性をどこかで FS しないといけない。（規模・品種・担い手など） 

・スキー場＋農業の連携など、地域就農者の受け皿としても期待できる。 

・担い手があっての話だが、どこまで行政が絡んでいくのか見極めて進め方を考える必要がある。 

 

②農産物加工食品開発 

＜クラフトビール製造＞ 

・小さな規模ならスタートできる。 

・スキーと温泉の町で美味しいビールの飲める場、美味しく飲める場がほしい。その文化を八幡平市に

つくる。 

・クラフトビールは割高であり、美味しく飲める場の雰囲気作りも大切である。 

・岩手県はホップの生産量が日本一である。美味しいものを提供していく場があっても良い。 

・地域の受け皿が見えると担い手も出てくるのではないか。 

・ものづくり補助金等を活用することで初期投資等も軽減できる。皆で応援していく体制も必要になっ

てくる。 

＜乾燥加工品・低温スチーミング＞ 

・乾燥施設整備のコストを比べると電気式ボイラータイプのほうが安価ではないか。安い機械も販売さ

れている。 

・様々な種類可の施設にすると香りが移り、高品質なものはつくれない。 
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③環境学習プログラム 

・環境学習をテーマにした地域・自治体で中心に「地熱」を据えているところはない。環境学習の特色

の 1 つになる。 

・新規地熱発電所ができるこのタイミング、今やらないと期を逃してしまう。 

・検討されているモデルコースに示される場所・施設は既に観光資源である。 

・市全域で地熱というコンセプトが見える体制づくりが必要ではないか。 

・市内のどこに行っても「地熱のまち」とわかるような見える化、取り組みが必要である。 

・「地熱」で広い市をつなぐ。市民皆で取り組む。 

・八幡平市に行ったらどこへ行っても地熱をイメージできるものが、見える・聞こえる・食べられる。それ

により農産物の 6 次化も進むのではないか。 

・マンネリ化させずにリピーターを呼び込むことも大事である。 

 

（４） 修了式 

  

以上 
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